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一
　
問
題
の
所
在

　
太
宰
治
の
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
は
、
仙
台
の
新
聞
紙
「
河
北
新
報
」
に

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
二
日
か
ら
一
九
四
六
年
一
月
七
日
ま
で
連
載
さ
れ

た
。
従
来
こ
の
小
説
は
、
二
つ
の
問
題
を
焦
点
と
し
て
研
究
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
成
立
と
改
変
の
問
題
で
あ
る
。

　
成
立
の
問
題
と
は
、
一
篇
の
生
成
過
程
が
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
戦
時
中
、
愛
読
者
で
あ
っ
た
木
村
庄
助
か
ら
送
ら
れ
た
日
記
を
元
に

『
雲
雀
の
声
』
と
い
う
小
説
が
書
か
れ
た
が
、
空
襲
で
原
稿
が
焼
失
し
、

残
っ
た
ゲ
ラ
を
元
に
戦
後
に
書
き
直
さ
れ
た
の
が
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
だ

と
い 
う 
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
た
め
に
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て

（
１
）

の
執
筆
過
程
に
お
け
る
変
化
が
さ
ま
ざ
ま
に
推
測
さ
れ
て
き 
た 
。
（
２
）

　
一
方
、
改
変
の
問
題
と
は
、
本
文
異
同
が
激
し
い
こ
と
で
あ
る
。
初
出

か
ら
初
刊
本
、
さ
ら
に
再
刊
本
と
、
二
年
足
ら
ず
の
間
に
三
つ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
た
本
文
に
、
少
な
か
ら
ぬ
ち
が
い
が
あ
る
の
だ
。
特

に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、「
越
後
獅
子
」
が
天
皇
に
つ
い
て
語
る
く
だ

り
の
抹
消
で
あ
る
。

「（
前
略
）日
本
に
於
い
て
今
さ
ら
昨
日
の
軍
閥
官
僚
を
攻
撃
し
た
つ

て
、
そ
れ
は
も
う
自
由
思
想
で
は
な
い
。
便
乗
思
想
で
あ
る
。
真
の

自
由
思
想
家
な
ら
、
い
ま
こ
そ
何
を
置
い
て
も
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
事
が
あ
る
。」

「
な
、
な
ん
で
す
か
？
　
何
を
叫
ん
だ
ら
い
い
の
で
す
。」
か
つ
ぽ

れ
は
、
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
質
問
し
た
。

「
わ
か
つ
て
ゐ
る
ぢ
や
な
い
か
。」
と
言
つ
て
、
越
後
獅
子
は
き
ち

ん
と
正
座
し
、「
天
皇
陛
下
万
歳
！
　
こ
の
叫
び
だ
。
昨
日
ま
で
は

古
か
つ
た
。
し
か
し
、
今
日
に
於
い
て
は
最
も
新
し
い
自
由
思
想
だ
。

十
年
前
の
自
由
と
、
今
日
の
自
由
と
そ
の
内
容
が
違
ふ
と
は
こ
の
事

だ
。
そ
れ
は
も
は
や
、
神
秘
主
義
で
は
な
い
。
人
間
の
本
然
の
愛
だ
。

今
日
の
真
の
自
由
思
想
家
は
、
こ
の
叫
び
の
も
と
に
死
す
べ
き
だ
。
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ア
メ
リ
カ
は
自
由
の
国
だ
と
聞
い
て
ゐ
る
。
必
ず
や
、
日
本
の
こ
の

自
由
の
叫
び
を
認
め
て
く
れ
る
に
違
ひ
な
い
。
わ
し
が
い
ま
病
気
で

無
か
つ
た
ら
な
あ
、
い
ま
こ
そ
二
重
橋
の
前
に
立
つ
て
、
天
皇
陛
下

万
歳
！
を
叫
び
た
い
。」

（『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』（
　
）
固
パ
ン（
５
）」（「
河
北
新
報
」
一
九
四

46

五
・
一
二
・
一
〇
）
↓
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
一
九
四
六
・
六
、
河
北

新
報
社
）

「（
前
略
）日
本
は
完
全
に
敗
北
し
た
。
さ
う
し
て
、既
に
昨
日
の
日

本
で
は
な
い
。
実
に
、
全
く
、
新
し
い
国
が
、
い
ま
興
り
つ
つ
あ
る
。

日
本
の
歴
史
を
た
づ
ね
て
も
、
何
一
つ
先
例
の
無
か
つ
た
現
実
が
、

い
ま
眼
前
に
展
開
し
て
ゐ
る
。
い
ま
ま
で
の
、
古
い
思
想
で
は
、
と

て
も
、
と
て
も
。」（『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
一
九
四
七
・
六
、
双
英
書

房
）

　
安
藤
宏
は
「
太
宰
治・戦
中
か
ら
戦
後 
へ 
」
で
、
こ
の
改
変
と
『
斜
陽
』

（
３
）

（「
新
潮
」
一
九
四
七・七
〜
一
〇
）
の
母
が
死
に
至
る
場
面
の
執
筆
と
が

並
行
し
て
い
る
こ
と
に
、太
宰
の〈
戦
後
〉の
決
定
的
な
変
化
を
読
み
と
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
自
筆
書
き
込
み
本
の
考 
察 
」
で

（
４
）

は
「
内
在
的
な
改
変
で
は
な
く
、
外
か
ら
強
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
」
を
検
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
先
の
引
用
箇
所
の
改
変
は
、
占
領
下

に
お
け
る
検
閲
に
関
わ
っ
て
無
視
で
き
な
い
問
題
を
孕
ん
で
も
い
る
の
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
戦
中
・
戦
後
と
い
う
時
代
に
左
右
さ
れ
た
作
品
は
、
そ

の
成
立
と
改
変
に
つ
い
て
は
分
析
が
進
む
一
方
で
、
最
初
に
発
表
さ
れ
た

敗
戦
直
後
と
い
う
時
代
と
の
結
び
つ
き
は
長
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
刻
々
と
変
わ
る
一
九
四
〇
年
代
の
政
治
社
会

状
況
に
翻
弄
さ
れ
た
小
説
の
考
察
に
お
い
て
、
初
出
時
に
当
た
る
一
九
四

五 
　 
四
六
年
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
は
盲
点
と
な
っ
て
き
た
う
ら
み
が

あ
る
の
だ
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
近
年
発
表
さ
れ
た
大
原
祐
治
「〈
戦
後
〉
の
始
め
方 

　
　 
太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』 
論 
」
は
、
敗
戦
直
後
の
言
論
空
間
を
踏

（
５
）

ま
え
て
一
篇
を
捉
え
直
し
て
い
る
点
で
、
研
究
史
の
空
白
を
埋
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
本
論
で
は
、
分
析
の
範
囲
を
限
定
し
、
発
表
媒
体
で

あ
る
新
聞
と
の
関
係
を
掘
り
下
げ
る
。
奥
野
健
男
は
「『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』

が
連
載
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
敗
戦
か
ら
二
カ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
、

未
曾
有
の
混
乱
期
、
激
動
期
で
あ
っ
た
。
政
情
は
占
領
軍
の
意
向
に
よ
っ

て
刻
々
に
変
り
、
日
本
人
の
思
想
や
心
情
は
、
敗
戦
に
よ
る
挫
折
、
屈
辱
、

不
安
、
平
和
へ
の
よ
ろ
こ
び
、
希
望
な
ど
の
間
を
矛
盾
を
は
ら
み
な
が
ら

大
き
く
、
か
つ
微
妙
に
揺
れ
動
い
て
い
た
。
こ
う
い
う
時
期
に
、
毎
日
毎

日
少
し
ず
つ
新
聞
に
発
表
さ
れ
、
あ
と
も
ど
り
も
訂
正
も
き
か
な
い
、
新

聞
連
載
小
説
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な
勇
気
と
自
信
を
要
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い 
た 
。
そ
う
し
た
敗
戦
直
後
の
新
聞
の
な
か
に

（
６
）

置
き
直
す
こ
と
で
、
こ
の
小
説
の
現
在
で
は
見
え
に
く
く
な
っ
た
面
に
光

を
当
て
た
い
。（
な
お
、
以
下
の
本
文
に
お
い
て
「
河
北
新
報
」
か
ら
の
引

用
は
す
べ
て
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
一
九
四
六
年
一
月
の
間
か
ら
行
い
、

各
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
の
発
行
日
は
月
日
の
み
を
記
し
て
い
る
。）
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二
　
連
載
当
時
の
「
河
北
新
報
」

　
　
　
　
　
二
・
一
　
創
作
欄
と
他
の
記
事
と
の
接
点

　
新
聞
の
創
作
欄
に
発
表
さ
れ
た
小
説
と
、
単
行
本
や
雑
誌
に
発
表
さ
れ

た
小
説
と
で
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
異
な
る
読
ま
れ
方
を
す
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
差
異
の
ひ
と
つ
に
、
前
者
は
、
新
聞
の
他
の
記
事
と
同
じ
平
面

で
読
者
の
目
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
鶴
見
俊
輔
は
「
同
時
代
の

新
聞
の
紙
面
全
体
と
新
聞
小
説
の
内
容
は
、
微
妙
な
仕
方
で
た
が
い
に
ま

ざ
り
あ
っ
て
、
和
音
を
つ
く
り
だ
す
。
だ
か
ら
、
同
時
代
の
新
聞
紙
面
か

ら
ひ
き
は
な
さ
れ
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
い
き
い
き
と
し
て
い
た
物
語
が
急
に

色
あ
せ
て
見
え
て
く
る
」と
述
べ
て
い 
る 
。『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』も
改
め
て

（
７
）

「
河
北
新
報
」
で
読
み
直
す
と
、
作
品
内
容
と
紙
面
の
他
の
記
事
と
の
間

に
複
数
の
接
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
「
口
紅
（
１
）」（
一
二
・
一
一
）
で
は
、
進
駐
軍
に
対
す
る

女
性
た
ち
の
装
い
が
話
題
に
な
る
。「
婦
人
に
参
政
権
を
与
へ
ら
れ
た
る

は
慶
賀
に
堪
へ
ざ
る
も
、
こ
の
ご
ろ
の
当
道
場
に
於
け
る
助
手
た
ち
の
厚

化
粧
は
見
る
に
忍
び
ざ
る
も
の
あ
り
、
か
く
て
は
、
参
政
権
も
泣
き
ま
す
、

仄
聞
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
も
、
口
紅
毒
々
し
き
婦
人
を
以
て
、
プ

ロ
ス
テ
チ
ユ
ウ
ト
と
誤
断
す
と
い
ふ
、
ま
さ
に
、
さ
も
あ
る
べ
し
、
こ
れ

は
ひ
と
り
当
道
場
の
不
名
誉
た
る
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
日
本
婦
人
全

体
の
恥
辱
な
り
云
々
」
と
い
う
回
覧
板
が
発
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は

連
載
直
前
の
紙
面
で
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
た
び
た
び
話
題
に
な
っ
て

い
た
。「
凜
た
り
大
和
撫
子
／
軽
装
や
徒
ら
な
出
歩
き
は
止
め
よ
う
／
新

日
本
再
建
の
母
胎
た
ら
ん
」（
八・二
三
）、「
服
装
は
端
正
に
／
進
駐
軍
に

対
し
毅
然
た
る
体
面
保
て
」（
九
・
五
）
と
い
っ
た
記
事
で
あ
る
（「
／
」

は
改
行
を
表
す
。
以
下
同
じ
）。
婦
人
参
政
権
も「
婦
人
投
票
如
何
に
」（
一

二
・
二
五
）
を
は
じ
め
と
す
る
記
事
や
、
投
書
欄
「
窓
」
の
「
婦
人
参
政

権
」（
一
一・二
四
）
な
ど
、
た
び
た
び
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
一
月

二
九
日
か
ら
は
「
婦
人
参
政
・
紙
上
講
座
」
も
連
載
さ
れ
て
い
た
。

　
あ
る
い
は
、「
固
パ
ン
（
２
）」（
一
二
・
六
）
で
、「
固
パ
ン
」
は
「
ひ

ば
り
」
に
、
進
駐
軍
の
兵
士
た
ち
に
筆
談
を
申
し
こ
む
英
文
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
う
。「
固
パ
ン
」
の
「
見
栄
坊
」
な
面
が
滑
稽
に
描
か
れ
た
場
面

と
言
え
る
。
た
だ
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
英
文
を
進
駐
軍
に
提
示
す
る

こ
と
で
会
話
に
代
え
よ
う
と
い
う
試
み
自
体
は
、
連
載
一
ヶ
月
前
の
九
月

一
四
日
の
紙
面
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
た
（
次
頁
の
図
版
参
照
）。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
紙
面
と
の
接
点
を
作
家
が
ど
こ
ま
で
計
算
し
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
原
稿
を
依
頼

し
た
河
北
新
報
社
の
村
上
辰
雄
は
「
九
月
三
十
日
、「
作
者
の
言
葉
」
と
一

緒
に
、
二
十
回
分
八
十
枚
近
く
の
「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」
が
送
稿
さ
れ
た
。

（
中
略
）
十
月
十
八
日
、
第
二
回
送
稿
は
四
十
回
ま
で
（
中
略
）
十
一
月

九
日
、
第
三
回
目
の
送
稿
を
受
け
た
」
と
、
原
稿
が
一
回
ず
つ
で
は
な
く
、

ま
と
め
て
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
証
言
し
て
い 
る 
。
ゆ
え
に
太
宰
が
「
河

（
８
）

北
新
報
」
の
日
々
の
変
化
に
対
応
す
る
よ
う
に
執
筆
し
て
い
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
敗
戦
直
後
の
地
方
新
聞
と
い
う
条
件
は
同
じ
で
も
、
半
年
後

に
織
田
作
之
助
が
京
都
で
行
っ
た
よ
う
な
、
新
聞
と
小
説
と
の
密
な
関
わ

 
り 
は
、
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
９
）
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と
は
い
え
、
太
宰
が
紙
面
や
新
聞
読
者
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
も

考
え
に
く
い
。
村
上
辰
雄
宛
書
簡
（
一
九
四
五
・
一
一
・
二
一
）
で
は

「「
竹
さ
ん
の
顔
」は
、竹
さ
ん
が
本
当
は
凄
い
美
人
な
ん
だ
と
い
ふ
の
を

少
年
が
白
状
す
る
あ
た
り
、
あ
の
へ
ん
で
精
一
ぱ
い
美
し
い
顔
を
お
か
き

に
な
つ
た
ら
、
効
果
が
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
た
」
と
記
し
て
お
り
、
新
聞
小

説
に
欠
か
せ
な
い
挿
絵
が
読
み
に
与
え
る
影
響
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、「
越
後
獅
子
」
の
発
言
が
生
ま
れ
た
「
嵐
の
夜
の
会
談
」
を
含
む

「
固
パ
ン
」
の
章
の
手
紙
は
「
拝
啓
。
ひ
ど
い
嵐
だ
つ
た
ね
」
と
始
ま
り
、

「
を
と
と
ひ
の
夜
」
の
話
を
し
て
、「
十
月
十
四
日
」
と
い
う
日
付
で
終
わ

る
（
一
二
・
五
〜
一
二
・
一
〇
）。「
河
北
新
報
」
紙
面
に
は
、
一
〇
月
一

二
日
に
「
意
地
悪
い
台
風
／
け
ふ
辺
り
回
復
か
」、
一
三
日
に
「
台
風
一
過

／
農
作
物
の
流
失
は
皆
無
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。
作
品
に
「
健
康
道

場
」
の
場
所
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
読
ん
で

い
た
仙
台
を
中
心
と
す
る
地
域
の
読
者
に
は
、
二
ヶ
月
前
の
台
風
が
自
然

に
想
起
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
単
行
本
や
文
庫
や
全
集
で
読
む
後

世
の
読
者
に
は
時
候
の
挨
拶
と
し
て
素
通
り
さ
れ
や
す
い
一
節
は
、
初
出

紙
面
に
お
い
て
は
作
品
世
界
と
現
実
と
を
同
期
さ
せ
る
手
が
か
り
と
し
て

機
能
し
て
い
た
節
が
あ
る
の
だ
。

　
同
じ
章
で
は
、「
固
パ
ン
」
が
「
自
由
」
と
「
鳩
」
の
逸
話
を
持
ち
出
し
、

「
越
後
獅
子
」
が
「
似
た
や
う
な
名
前
の
男
が
ゐ
る
」
と
揶
揄
す
る
場
面

が
あ
る
が
（
一
二
・
九
）、
そ
の
自
由
主
義
者
・
鳩
山
一
郎
の
記
事
も
、
連

載
前
に
載
っ
て
い
る
。「『
自
由
』
に
基
礎
／
ま
づ
人
間
の
完
成
必
要
／
真

の
民
主
政
治
／
鳩
山
一
郎
氏
談
」（
九・二
七
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
時

の
首
相
に
よ
る
「
自
由
主
義
」
に
つ
い
て
の
発
言
も
、
連
載
中
に
「
自
由

主
義
の
完
成
は
／
個
人
の
責
任
感
か
ら
／
放
縦
に
は
仮
藉
な
き
制
裁
／
正

義
・
公
平
に
築
か
ん
新
日
本
／
幣
原
首
相
・
最
悪
條
件
の
克
服
を
強
調
」

（
一
一
・
二
九
）
と
い
う
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
読
者
が
小
説
を
、
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こ
れ
ら
の
記
事
と
無
関
係
に
読
ん
だ
と
考
え
る
方
が
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
二
・
二
　
天
皇
制
を
め
ぐ
る
議
論
の
渦

　
連
載
時
の
紙
面
と
小
説
と
の
接
点
と
し
て
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天

皇
制
を
め
ぐ
る
活
発
な
議
論
が
投
書
欄
や
社
説
に
見
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
投
書
欄
「
窓
」
に
は
「
従
来
の
如
き
神
が
か
り
的
な
る
天
皇

論
よ
り
脱
却
し
て
、
真
に
国
民
の
全
て
に
納
得
の
ゆ
く
や
う
な
、
し
か
し

て
そ
れ
が
真
理
と
し
て
全
世
界
に
公
示
し
て
も
、
堂
々
た
る
天
皇
論
の
一

日
も
早
く
出
現
す
る
事
を
望
ん
で
止
ま
ぬ
」（「
思
想
対
思
想
」
一
二
・
一

四
）「
終
戦
後
巷
間
に
取
沙
汰
さ
れ
る
天
皇
制
論
議
の
余
り
に
感
情
的
に
し

て
没
論
理
的
な
る
に
驚
く
」（「
余
り
に
感
情
的
」
一
・
五
）
と
い
っ
た
意

見
が
挙
が
っ
て
い
た
。
社
説
に
も
「
此
の
際
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
君
主
制

と
の
論
理
的
、
制
度
的
の
関
係
を
徹
底
的
に
且
忌
憚
な
く
究
明
さ
れ
た

い
」（「
憲
法
改
正
に
望
む
」
一
〇・
二
三
）「
聯
合
国
側
の
輿
論
に
刺
激
さ

れ
て
、
わ
が
国
で
も
敗
戦
以
来
天
皇
制
が
盛
に
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
が
（
中

略
）
そ
れ
は
未
だ
十
分
な
省
察
を
経
て
ゐ
る
と
は
見
え
ず
、
単
な
る
感
情

論
を
一
歩
も
出
て
ゐ
な
い
も
の
さ
へ
発
見
さ
れ
る
」（「
天
皇
制
の
問
題
」

一
・
五
）
と
い
っ
た
、
議
論
を
促
す
記
述
が
あ
っ
た
。

　
と
り
わ
け
見
逃
せ
な
い
の
は
、「
黄
口
女
」
に
よ
る
投
書
「
私
は
か
く
思

ふ
」（
一
二・二
九
）
で
あ
る
。
こ
の
筆
者
は
「
輿
論
調
査
で
案
外
天
皇
制

廃
止
論
者
の
少
い
の
に
驚
い
た
、
私
は
一
度
も
天
皇
制
に
関
し
て
か
れ
こ

れ
言
つ
た
事
は
な
い
、
何
故
な
ら
「
参
政
権
よ
り
お
米
を
」
の
女
性
同
様

生
活
に
忙
し
い
方
な
の
だ
か
ら
、
し
か
し
輿
論
は
か
う
だ
と
支
持
の
圧
倒

的
な
の
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
何
と
か
い
は
ず
に
を
ら
れ
な
く
な
る
（
中

略
）
自
ら
の
力
な
き
を
悲
し
み
賢
明
な
ら
ざ
り
し
を
恥
ぢ
る
な
ら
ば
、
与

へ
ら
れ
た
自
由
参
政
権
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
此
の
際
生
れ
か
は
る
べ
き

で
あ
ら
う
、
そ
の
生
れ
か
は
る
の
に
何
よ
り
の
障
碍
物
は
天
皇
制
で
は
な

か
ら
う
か
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
こ
の
意
見
に
反
論
が
相
次
ぐ
。
「
「
私
は
か
く
思
ふ
」
と
題
す
る
去
る

二
十
九
日
付
本
欄
の
一
女
性
に
質
ね
た
い
、
貴
女
は
天
皇
制
廃
止
の
圧
倒

的
少
数
な
の
を
見
せ
ら
れ
る
と
何
と
か
い
は
ず
に
を
ら
れ
な
い
と
い
ふ
が

そ
の
事
は
果
し
て
国
民
に
対
す
る
反
省
の
要
求
か
、
ま
た
共
産
党
員
募
集

の
一
手
段
か
を
聞
き
た
い
（
中
略
）
我
等
は
民
主
政
治
を
確
立
す
る
と
共

に
親
子
の
関
係
に
立
つ
天
皇
を
ど
こ
ま
で
も
護
持
し
新
日
本
を
再
建
し
よ

う
で
は
な
い
か
」（
「
再
建
に
想
ふ
」
一
・
四
）。
「
十
二
月
二
十
九
日
の

供
窓
僑
に
て
黄
口
女
な
る
方
の
御
意
見
を
知
り
女
の
方
で
あ
る
だ
け
に
実

に
実
に
意
想
外
に
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）私
は
日
本
国
民
の
み
は
天
皇
絶
対

信
仰
と
思
つ
て
ゐ
た
だ
け
に
天
皇
廃
止
論
を
い
ふ
人
々
は
「
一
体
ど
こ
の

馬
の
骨
な
ら
ん
、
一
体
何
人
の
子
供
な
ら
ん
」
と
激
怒
を
押
へ
か
ね
、
幕

末
の
志
士
の
如
く
一
刀
の
下
に
切
り
捨
て
ん
と
女
だ
て
ら
に
思
ひ
ま
し
た

が
、
今
で
は
か
へ
つ
て
ほ
ゝ
ゑ
ま
し
く
安
ら
か
な
気
持
で
読
ま
れ
ま
す
。

云
ひ
た
い
こ
と
を
云
ひ
、
運
動
し
た
い
だ
け
運
動
し
合
つ
て
、
そ
こ
か
ら

本
当
の
日
本
の
姿
が
現
れ
平
和
を
愛
す
る
国
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
天
皇

制
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
誰
も
が
天
皇
護
持
に
落
着
く

ま
で
待
た
う
と
い
ふ
消
極
的
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
自
信
を
持
つ
こ
と
が

出
来
た
の
で
す
」（「
君
臣
一
如
」
一・六
）。
つ
ま
り
「
黄
口
女
」
の
投
書
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が
天
皇
制
に
関
す
る
議
論
に
油
を
注
い
だ
形
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
河
北
新
報
」
の
読
者
に
は
、
創
作
欄
に
お
け
る
「
越
後
獅
子
」
の
意

見
と
、
こ
れ
ら
の
投
書
や
社
説
と
は
近
く
感
じ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
越
後
獅
子
」
の
言
葉
は
、
初
刊
本
や
文
庫
や
全
集
で
読
む
と
特
別
な
重

み
が
感
じ
ら
れ
る
。
彼
は
「
健
康
道
場
」
内
で
一
目
置
か
れ
て
お
り
、

「
一
座
の
長
老
ら
し
く
落
ち
つ
き
払
つ
た
態
度
」
で
語
り
、
こ
の
あ
と
高

名
な
詩
人
だ
と
わ
か
る
か
ら
だ
。
特
に
全
集
で
読
む
と
、「
越
後
獅
子
」の

意
見
は
『
十
五
年
間
』（「
文
化
展
望
」
一
九
四
六
・
四
）
に
引
用
さ
れ
る

し
、『
苦
悩
の
年
鑑
』（「
新
文
藝
」
一
九
四
六
・
六
）
や
堤
重
久
宛
書
簡

（
一
九
四
六
・
一
・
二
五
）
と
も
つ
な
が
っ
て
、
作
家
の
思
い
が
濃
厚
に

反
映
さ
れ
て
い
る
印
象
が
強
ま
る
。
と
こ
ろ
が
初
出
で
読
む
と
、「
越
後
獅

子
」
の
意
見
は
さ
ほ
ど
特
別
で
は
な
く
、
紙
面
の
多
く
の
天
皇
に
ま
つ
わ

る
言
説
の
ひ
と
つ
の
よ
う
に
映
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
二
・
三
　「
自
由
思
想
」
と
天
皇
　

　
他
の
天
皇
に
ま
つ
わ
る
言
説
と
比
較
し
た
と
き
、「
越
後
獅
子
」
の
主

張
は
、「
自
由
思
想
」と
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
特
色
を
持
つ
。
逆
に
言
え

ば
、「
天
皇
陛
下
万
歳
！
」
が
「
自
由
」
な
叫
び
で
あ
る
た
め
に
は
、
天
皇

を
否
定
す
る
「
便
乗
思
想
」
が
跋
扈
し
て
い
る
と
い
う
前
提
が
不
可
欠
で

あ
る
。
た
と
え
ば
『
苦
悩
の
年
鑑
』
で
は
「
天
皇
の
悪
口
を
言
ふ
も
の
が

激
増
し
て
来
た
。
し
か
し
、
さ
う
な
つ
て
見
る
と
私
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん

な
に
深
く
天
皇
を
愛
し
て
来
た
の
か
を
知
つ
た
。
私
は
、
保
守
派
を
友
人

た
ち
に
宣
言
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
む
ろ
ん
実
際
の
作
家
の
周
辺
が
、
そ
の
よ
う
な
言
説
に
溢
れ
て
い
た
可

能
性
は
あ
る
。「
河
北
新
報
」
に
も
「
天
皇
も
戦
争
犯
／
中
国
で
指
名
説
」

（
一
一
・
一
〇
）「
天
皇
を
戦
犯
法
廷
へ
／
弁
護
士
会
米
大
統
領
に
要
請
」

（
一
二
・
二
三
）
と
い
っ
た
報
道
が
あ
っ
た
。
連
載
中
の
社
説
に
は
「
終

戦
以
来
、
我
が
思
想
界
は
、
俄
然
色
彩
を
一
変
し
（
中
略
）
宛
も
大
正
八
、

九
年
の
マ
ル
ク
ス
主
義
華
か
な
り
し
当
時
の
言
論
界
の
再
現
で
あ
る
」
と

し
て
「
現
下
、
民
主
主
義
体
制
、
憲
法
改
正
、
天
皇
制
の
論
議
に
於
て
も
、

又
も
や
同
様
の
思
想
的
暴
力
の
徴
候
が
現
は
れ
始
め
て
ゐ
る
」（「
思
想
の

暴
力
を
警
戒
せ
よ
」
一
一
・
九
）
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
。
連
載
終
了
後

の
社
説
だ
が
、「
天
皇
制
の
存
続
が
公
然
論
議
の
対
象
と
な
る
と
は
驚
く
べ

き
時
勢
の
変
化
で
あ
る
が
、
最
近
に
な
つ
て
、
そ
れ
は
従
来
口
に
す
る
を

憚
ら
れ
た
微
妙
な
徹
底
し
た
と
こ
ろ
に
ま
で
及
ん
で
来
た
様
で
あ
る
」

（
「
天
皇
制
論
議
」
一
・
一
五
）
と
書
か
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

　
だ
が
全
体
と
し
て
「
河
北
新
報
」
で
は
天
皇
に
肯
定
的
な
言
説
が
優
勢

で
あ
っ
た
。「
天
皇
を
廃
し
て
一
体
如
何
な
る
統
帥
を
立
て
よ
う
と
い
ふ

の
か
全
く
理
解
に
苦
し
む
」
と
す
る
投
書
「
天
皇
制
の
問
題
」（
一
・
一

六
）
を
は
じ
め
、
社
説
「
民
主
主
義
の
問
題
」（
一
一・一
七
）
で
も
「
現

在
の
と
こ
ろ
国
民
の
間
に
は
天
皇
制
支
持
の
感
情
が
有
力
で
あ
り
、
日
本

は
日
本
的
民
主
主
義
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
主
張
が
そ
の
定
型
を

な
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
先
に
触
れ
た
社
説
で
も
「
多
数
の
見
解

は
程
度
の
差
は
あ
れ
一
応
天
皇
制
の
維
持
に
傾
い
て
ゐ
る
」（「
天
皇
制
の

問
題
」）「
衆
議
院
中
心
の
民
主
主
義
が
実
現
し
、
民
心
が
天
皇
を
国
家
の

た
め
に
統
治
を
掌
る
一
個
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
納
得
す
る
に
至
つ
た
な
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ら
ば
、
天
皇
制
の
問
題
は
特
別
の
論
議
を
須
ひ
ず
と
も
自
ら
落
着
く
べ
き

所
に
落
着
く
で
あ
ら
う
」（「
天
皇
制
論
議
」）
と
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
「
昨
日
ま
で
は
古
か
つ
た
」
叫
び
が
「
今
日
に
於
い
て
は

最
も
新
し
い
自
由
思
想
」
に
な
る
と
い
う
「
越
後
獅
子
」
の
論
理
は
成
り

立
ち
に
く
く
、
た
だ
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
前
景
化
す

る
。
結
果
、
他
の
天
皇
を
肯
定
的
に
捉
え
る
言
説
と
見
分
け
が
た
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
ひ
ば
り
」
は
続
く
「
口
紅
（
１
）」
で
、「
越
後
獅
子
こ
そ
、
当
代
ま

れ
に
見
る
大
政
治
家
で
、
或
ひ
は
有
名
な
偉
い
先
生
な
の
か
も
知
れ
な

い
」
と
い
う
「
君
の
御
意
見
」
に
対
し
て
、「
い
ま
は
か
へ
つ
て
、
こ
の
や

う
な
巷
間
無
名
の
民
衆
た
ち
が
、
正
論
を
吐
い
て
ゐ
る
時
代
」
だ
と
反
駁

し
て
い
る
。
小
説
と
し
て
は
、
こ
の
後
「
越
後
獅
子
」
が
「
無
名
」
と
は

対
極
の
存
在
だ
と
わ
か
る
の
で
、「
君
」が
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ

が
初
出
で
読
む
と
、「
ひ
ば
り
」
の
言
う
と
お
り
、「
越
後
獅
子
」
と
「
無

名
の
民
衆
た
ち
」
が
よ
く
似
た
意
見
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
を
追
う

ご
と
に
感
じ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
浮
遊
す
る
「
ひ
ば
り
」

　
　
　
　
三
・
一
　
手
紙
と
紙
面
と
の
齟
齬

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
接
点
を
含
む
初
出
紙
面
を
文
脈
と
し
て
読
み
直
す

と
、
全
体
と
し
て
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
は
ど
の
よ
う
な
貌
を
際
立
た
せ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
改
め
て
一
篇
の
構
成
を
確
認
し
た
い
。

　
連
載
は
全
六
四
回
。
そ
れ
が
一
三
章
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

小
柴
利
助
こ
と
「
ひ
ば
り
」
が
友
人
の
「
君
」
に
送
っ
た
一
三
通
の
手
紙

で
あ
る
。
太
宰
治
は
こ
の
形
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

　
こ
の
小
説
は
、「
健
康
道
場
」
と
称
す
る
或
る
療
養
所
で
病
ひ
と

闘
つ
て
ゐ
る
二
十
歳
の
男
の
子
か
ら
、
そ
の
親
友
に
宛
て
た
手
紙
の

形
式
に
な
つ
て
ゐ
る
。
手
紙
の
形
式
の
小
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
聞

小
説
に
は
前
例
が
少
か
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
だ

か
ら
、
読
者
も
、
は
じ
め
の
四
、
五
回
は
少
し
勝
手
が
違
つ
て
ま
ご

つ
く
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
手
紙
の
形
式
は
ま
た
、
現
実
感

が
濃
い
の
で
、
昔
か
ら
外
国
に
於
い
て
も
日
本
に
於
い
て
も
、
多
く

の
作
者
に
依
つ
て
試
み
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。（「
次
の
小
説
予

告
／
作
者
の
言
葉
」
一
〇
・
二
〇
）

　　
「
手
紙
の
形
式
」
は
、「
ひ
ば
り
」
の
語
り
に
「
現
実
感
」
を
出
す
た
め

の
手
だ
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
「
河
北
新
報
」
に
置
き
直

し
た
と
き
目
に
付
く
の
は
、
そ
の
「
現
実
感
」
が
、
紙
面
全
体
に
映
し
出

さ
れ
て
い
る
世
の
実
態
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
前
章
二
節
で
は
、
連
載
当
時
の
「
河
北
新
報
」
で
は
天
皇
制
へ
の
肯
定

否
定
が
か
ま
び
す
し
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
が
、
実
は
、
投
書
欄
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
食
糧
問
題
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
参
政
権
よ
り

米
／
当
局
の
無
為
無
策
に
痛
憤
」（
一
一・七
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
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戦
争
に
引
き
ず
ら
れ
て
来
た
食
生
活
の
貧
困
は
日
毎
に
悪
化
の
一
途

を
辿
り
遂
に
恐
る
べ
き
国
民
の
栄
養
失
調
を
来
す
に
至
つ
た
、
こ
の

食
糧
問
題
に
対
す
る
巷
の
声
は
悲
痛
で
あ
り
切
実
で
あ
る
、
わ
け
て

も
戦
災
都
市
仙
台
市
民
が
如
何
に
悲
惨
な
飢
餓
線
上
を
彷
徨
し
て
ゐ

る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
連
日
の
「
窓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
る
投
書
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
に
よ
つ
て
も
明
確
に
証
左
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

　　
当
時
の
紙
面
に
は
、就
職
難
、住
宅
難
、燃
料
不
足
、汽
車
の
混
雑
な
ど
、

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
殊
に
食
糧
難
に
関

し
て
は
、
投
書
「
空
腹
の
嘆
き
」（
一
一
・
二
）「
下
宿
と
空
腹
」（
一
一
・

三
）「
頬
冠
り
す
る
な
」（
一
一
・
一
三
）「
米
供
出
の
癌
」（
一
一
・
一
五
）

「
米
交
換
日
記
」（
一
一
・
一
六
）、
社
説
「
綜
合
的
食
生
活
を
考
へ
よ
」

（
一
一・六
）、
報
道
記
事
「
食
糧
事
情
を
反
映
／
『
午
前
授
業
』
の
実
情

覗
く
」（
一
〇
・
二
六
）「
何
時
ま
で
続
く
か
、
米
な
し
配
給
日
」（
一
一
・

七
）「
医
薬
よ
り
先
づ
食
糧
／
病
人
の
ほ
と
ん
ど
が
結
核
や
脚
気
」（
一
一・

二
七
）「
国
民
は
餓
死
す
る
／
投
書
に
み
る
国
民
食
生
活
」（
一
二・
一
九
）

な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
次
の
小
説
予

告
」
と
同
じ
面
に
も
、「
東
北
の
食
糧
事
情
」
と
い
う
「
食
糧
事
情
は
緊
迫

す
る
ば
か
り
」
の
現
況
に
お
い
て
「
東
北
各
県
と
も
こ
の
窮
状
を
ど
う
打

開
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
か
」
に
つ
い
て
報
じ
た
記
事
が
載
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
紙
面
を
埋
め
尽
く
す
食
糧
難
に
関
す
る
話
題

が
、
小
説
に
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。「
死
生
（
２
）
〜
（
３
）」（
一

一・四
〜
五
）
に
、「
ひ
ば
り
」
が
昼
食
を
じ
っ
く
り
と
咀
嚼
す
る
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
場
面
と
て
、「
竹
さ
ん
」
が

お
櫃
に
多
め
に
入
れ
た
ご
飯
を
「
ひ
ば
り
」
は
残
す
た
め
、
食
糧
難
と
は

隔
た
っ
た
逸
話
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
一
〇
月
の
「
嵐
」
も
、
報
道

で
は
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、「
ひ
ば
り
」
は
そ

の
よ
う
な
危
機
に
思
い
至
ら
な
い
。

　
む
ろ
ん
作
者
も
、
こ
う
し
た
紙
面
と
の
齟
齬
は
織
り
こ
み
済
み
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
新
聞
と
い
う
不
特
定
多
数
の
人
に
向
け
て
言
葉
を
綴

る
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、「
君
」
と
い
う
個
人
に
向
け
た
私
的
な
手
紙
を
、

読
者
が
「
少
し
勝
手
が
違
つ
て
ま
ご
つ
く
」
こ
と
を
予
想
し
な
が
ら
も

綴
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
紙
面
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
難
題
が
報
じ
ら
れ
る
時

期
に
、
創
作
欄
で
は
明
朗
な
語
り
を
展
開
す
る
。
そ
う
し
た
齟
齬
を
作
り

出
す
こ
と
で
、「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」
が
開
い
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
苦

難
が
溢
れ
る
敗
戦
後
の
紙
面
に
お
い
て
、
こ
の
小
説
に
よ
っ
て
「
希
望
」

を
示
す
ね
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
し
て
、
た
と
え
ば
日
比
野
士
朗
が
投
書
「
一
つ
の
提
案
」
で
、「
い
く

ら
食
糧
の
問
題
が
深
刻
だ
か
ら
と
言
つ
て
、
精
神
ま
で
挫
け
て
し
ま
つ
て

は
な
る
ま
い
。
こ
の
際
、
町
や
村
の
心
あ
る
人
々
が
集
ま
つ
て
、
文
化
会

と
か
、
読
書
会
と
か
い
ふ
も
の
で
も
結
成
し
、
親
睦
と
研
鑽
と
を
兼
ね
て
、

一
つ
元
気
に
や
つ
て
み
る
の
は
ど
う
か
」（
一
〇
・
二
五
）
と
訴
え
、
そ
れ

に
「
賛
成
」
す
る
投
書
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
（「
民
衆
と
新
文
化
」
一
一・

一
二
）
紙
面
に
お
い
て
、
現
実
の
困
難
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
ひ
ば
り
」
の

語
り
が
一
服
の
清
涼
剤
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

　
た
だ
一
方
で
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
創
作
欄
は
紙
面
の
他
の
記
事
と
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切
り
離
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
接
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
も

「
ふ
だ
ん
の
太
宰
な
ら
照
れ
て
決
し
て
言
わ
な
い
、
反
逆
的
で
あ
る
が
な

ま
の
時
代
思
潮
的
、政
治
的
な
言
葉
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」（
奥
野
健
男
前
掲

論
）
以
上
、
他
の
記
事
と
比
較
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

　
天
皇
に
関
す
る
議
論
は
、
作
品
内
で
は
「
越
後
獅
子
」
の
意
見
が
共
有

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
紙
面
で
は
、
議
論
は
連
載
終
了
後
も
続

く
。
た
と
え
ば
一
月
二
五
日
に
は
「
天
皇
制
／
是
か
非
か
／
各
派
各
党
の

論
議
活
発
」と
い
う
記
事
が
あ
り
、「
日
本
国
民
は
民
主
主
義
的
な
天
皇
制

を
存
続
せ
し
む
べ
き
か
ど
う
か
、
ま
た
存
続
し
せ
め
る
場
合
は
そ
の
天
皇

制
は
如
何
な
る
内
容
を
も
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
か
を
自
ら
の
判
断
に
よ
つ

て
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
天
皇
制
は
是
か
非

か
／
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
／
国
民
総
審
判
の
日
来
る
／
三
月
三
十
一

日
」（
一・三
一
）
で
は
「
天
皇
制
問
題
」
は
「
全
般
的
な
憲
法
改
正
の
方

向
に
対
す
る
論
議
と
相
俟
つ
て
総
選
挙
の
最
も
重
要
な
標
題
と
な
つ
た
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　
な
る
ほ
ど
一
月
二
五
日
の
同
じ
紙
面
に
は
、
輿
論
調
査
研
究
所
の
調
べ

で
「
天
皇
制
支
持
」
が
「
全
体
の
九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
（
中
略
）

道
義
的
中
心
と
し
て
認
め
る
も
の
が
一
番
多
か
つ
た
」
こ
と
を
報
じ
る
記

事
「
道
義
的
に
支
持
／
輿
論
調
査
結
果
判
る
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
輿

論
の
大
勢
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
当
時
の
「
河
北
新
報
」
に
は
、

廃
止
論
ま
で
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
こ
の
機
会
に
天
皇
制
を
再
考
し
よ

う
と
促
す
言
説
が
散
見
さ
れ
る
。
社
説
「
天
皇
制
と
民
主
主
義
的
革
命
」

（
一
・
一
六
）「
家
族
的
国
家
の
究
明
」（
一
・
二
六
）「
天
皇
制
論
議
の
整

理
」（
一
・
二
八
）、
投
書
「
共
産
主
義
問
答
」（
一
・
二
七
）
な
ど
で
あ
る
。

投
書
欄
で
の
議
論
を
活
性
化
し
た
「
黄
口
女
」
も
再
登
場
し
、「
我
が
心
は

骨
董
品
的
天
皇
の
存
在
を
許
さ
な
い
。
真
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の

政
治
形
態
を
も
と
め
る
」「
共
産
党
で
は
な
い
、而
し
皆
で
彼
等
の
い
ふ
こ

と
も
聞
か
う
。
そ
し
て
よ
り
よ
き
も
の
を
見
出
し
て
行
き
た
い
の
で
す
」

と
述
べ
た
（「
天
皇
の
存
在
」
一
・
二
一
）。

　「
越
後
獅
子
」
の
発
言
に
関
し
て
は
、
連
載
中
の
紙
面
に
、
社
会
学
者
の

新
明
正
道
に
よ
る
「
婦
人
参
政
講
座
【
　
】
自
由
主
義
【
下
】」（
一
二
・

29

二
八
）と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
新
明
は
そ
こ
で「
自

由
主
義
」
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

自
由
主
義
は
精
神
的
自
由
と
政
治
的
自
由
に
つ
い
て
は
一
応
民
主
主

義
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
経
済
的
自
由
に
つ
い
て
は
資

本
的
市
民
的
自
由
の
み
を
要
求
す
る
に
止
ま
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、

こ
れ
に
対
し
て
経
済
的
に
も
平
等
主
義
を
徹
底
せ
し
め
よ
う
と
す
る

新
た
な
民
主
主
義
が
成
立
す
る
に
い
た
つ
た
。（
中
略
）今
日
に
お
い

て
民
主
主
義
を
問
題
と
す
る
も
の
は
、
か
く
の
如
き
経
済
的
社
会
的

民
主
主
義
の
実
現
を
ぬ
き
に
し
て
は
民
主
主
義
が
空
虚
と
成
る
も
の

と
観
念
し
て
を
り
、
こ
れ
を
欠
如
し
た
自
由
主
義
を
も
つ
て
新
世
紀

を
指
導
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
見
て
ゐ
る
。（
中
略
）我
々
は

事
態
か
く
の
如
く
で
あ
る
以
上
、
急
速
に
自
由
主
義
の
立
ち
遅
れ
を

一
応
取
り
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
民
主
主
義
実
現
の
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第
一
段
階
を
な
す
だ
け
で
あ
る
。
我
々
は
今
日
に
お
け
る
民
主
主
義

が
歴
史
的
な
自
由
主
義
の
限
界
を
越
え
て
経
済
的
社
会
的
民
主
主
義

の
実
現
を
も
要
求
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
「
固
パ
ン
」
や
「
越
後
獅
子
」
の
発
言
が
直
接
的
に
否
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
「
歴
史
的
な
自
由
主
義
の
限
界
」
を
見
据

え
た
新
明
の
論
述
に
、「
嵐
の
夜
の
会
談
」
に
は
欠
け
て
い
る
視
点
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
初
出
紙
面
に
は
、「
ひ
ば
り
」
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
「
会
談
」
を
相
対
化
す
る
言
説
が

隣
接
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
・
二
　
浮
き
あ
が
る
語
り

　
も
ち
ろ
ん
新
聞
小
説
は
、
紙
面
の
他
の
記
事
と
切
り
離
し
て
読
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
う
る
。
が
、仮
に
創
作
欄
だ
け
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、「
ひ
ば

り
」
の
手
紙
に
は
相
対
化
さ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な 
い 
。
（
　
）

　
た
と
え
ば
「
新
し
い
男
」
で
あ
る
。
一
篇
に
お
い
て
彼
は
頻
繁
に
「
古

い
」「
新
し
い
」
を
区
別
し
、
自
分
を
「
新
し
い
男
」
と
す
る
。
し
か
し
そ

の
実
態
は
曖
昧
で
あ
る
。
石
井
知
子
「
太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
論 
　

　 
新
し
い
人
間
像
の
模
索 
　
　 
」 で
は
、「
作
中
、
非
常
に
多
く
登
場
す

（
　
）

る
「
新
し
い
男
」
と
い
う
言
葉
だ
が
、
実
は
本
当
に
「
新
し
い
男
」
と
は

ど
ん
な
人
物
な
の
か
は
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
ひ
ば
り
自
身
に
も
何
が
「
新
し
い
男
」
な
の
か
本
当
は

わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ひ
ば
り
は
そ
れ
を
模
索
し
気

負
っ
て
い
る
状
態
な
の
だ
」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど「
ひ
ば
り
」

は
こ
の
言
葉
を
思
い
思
い
の
と
き
に
定
義
し
て
い
る
。

・ 僕
は
、
マ
ア
坊
の
事
は
、
き
れ
い
に
あ
き
ら
め
る
つ
も
り
だ
。
新

し
い
男
は
、
思
ひ
切
り
が
い
い
も
の
だ
。
未
練
な
ん
て
感
情
は
、

新
し
い
男
に
は
無
い
ん
だ
。（「
死
生
（
２
）」
一
一
・
四
）

・ 新
し
い
男
に
は
死
生
に
関
す
る
感
傷
は
無
い
ん
だ
。（「
死
生

（
４
）」
一
一
・
六
）

・ あ
た
ら
し
い
男
は
、
女
に
対
し
て
ち
つ
と
も
自
惚
れ
て
ゐ
な
い
の

だ
。（「
マ
ア
坊
（
２
）」
一
一
・
八
）

・ あ
や
ま
ち
を
改
む
る
に
は
ば
か
る
事
な
か
れ
だ
。
新
し
い
男
は
、

出
直
す
の
も
早
い
ん
だ
。（「
妹
（
３
）」
一
一
・
二
三
）

「
僕
は
、
ま
つ
た
く
違
ふ
男
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
筈
で
は
な
か
つ
た
か
。

僕
は
、
あ
た
ら
し
い
男
に
な
つ
て
ゐ
た
の
だ
」
と
い
う
「
死
生
（
１
）」

（
一
一
・
三
）
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
望
ま
し
い
姿
を
そ
の

つ
ど
「
新
し
い
男
」
と
し
て
立
ち
あ
げ
て
、
そ
こ
に
自
分
を
当
て
は
め
て

ゆ
く
。
そ
れ
が
「
ひ
ば
り
」
の
方
法
で
あ
る
。
し
か
も
最
終
的
に
は
、「
今

こ
そ
僕
は
告
白
す
る
。
僕
は
竹
さ
ん
に
、
恋
し
て
ゐ
た
の
だ
。
古
い
も
新

し
い
も
あ
り
や
し
な
い
」（「
竹
さ
ん
（
３
）」（
一
・
四
）
だ
の
、「
僕
は
今

ま
で
、
自
分
を
新
し
い
男
だ
新
し
い
男
だ
と
、
少
し
宣
伝
し
す
ぎ
た
や
う

だ
」「
新
し
い
男
の
看
板
は
、こ
の
辺
で
、い
さ
ぎ
よ
く
撤
回
し
よ
う
」（「
竹
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さ
ん
（
６
）」
一・七
）
だ
の
と
、
自
ら
「
新
し
い
男
」
と
い
う
観
念
か
ら

距
離
を
取
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
小
説
に
は
、
他
に
も
「
ひ
ば
り
」
の
言
葉
を
突
き
放
し
、
見
直
さ

せ
る
視
座
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。「
つ
く
し
」
の
愚
か
な
手
紙
は
、「
ひ
ば

り
」の
手
紙
の
戯
画
と
捉
え
ら
れ
る
。「
あ
ん
な
い
い
人
が
、こ
ん
な
滅
茶

苦
茶
な
手
紙
を
書
く
の
だ
か
ら
、
実
際
、
こ
の
世
の
中
に
は
不
思
議
な
事

が
あ
る
も
の
だ
」（「
妹
（
４
）」
一
一・
二
五
）
と
「
ひ
ば
り
」
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、「
つ
く
し
」
の
手
紙
は
、
手
紙
の
文
面
と
実
際
の
書
き
手
と

の
距
離
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
内
容
が
、
ま
さ
に
手
紙
に
内
在
し
て

い
る
構
造
に
注
目
し
た
い
。「
ひ
ば
り
」
は
「
つ
く
し
」
の
手
紙
を
引
用
し

終
え
た
後
「
ど
う
も
こ
の
偉
大
な
る
書
翰
を
書
き
写
し
た
ら
、
妙
に
手
首

が
だ
る
く
な
つ
て
、
字
が
う
ま
く
書
け
な
く
な
つ
て
」
し
ま
う
。
そ
れ
は

類
似
性
を
半
ば
自
覚
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、「
か
つ
ぽ
れ
」
の
語
り
も
注
目
さ
れ
る
。
「
固
パ
ン
」
や
「
白
鳥

の
間
」
の
面
々
へ
の
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
「
支
離
滅
裂
」
に

「
一
ば
ん
い
い
事
」
だ
け
を
前
面
に
出
し
、「
同
じ
様
な
事
ば
か
り
繰
り

返
」
す
。
「
ひ
ば
り
」
は
そ
う
し
た
彼
の
語
り
を
離
れ
て
聞
い
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
だ
が
両
者
は
似
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
か
つ
ぽ
れ
」
の
語

り
は
、「
ひ
ば
り
」
の
語
り
も
「
新
し
い
男
」
だ
の
「
か
る
み
」
だ
の
と

「
い
い
と
こ
ろ
」
取
り
に
な
っ
て
、
軽
佻
浮
薄
に
流
れ
て
い
る
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
磯
貝
英
夫
前
掲
論
で
は
、『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
に
は
「
物
語
部
分
の
生

彩
と
思
想
的
饒
舌
の
空
虚
と
が
同
居
す
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

紙
面
か
ら
浮
く
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
語
り
に
、
や
や
浮
き
過
ぎ
る
面
が
あ

る
こ
と
。
終
盤
の
「
花
宵
先
生
（
７
）」（
一
二
・
三
一
）
で
唐
突
に
も
た

ら
さ
れ
る
、「
羽
衣
の
や
う
に
軽
く
て
、
し
か
も
白
砂
の
上
を
浅
く
さ
ら

さ
ら
走
り
流
れ
る
小
川
の
や
う
に
清
冽
」
で
あ
り
な
が
ら
「
断
じ
て
軽
薄

と
違
ふ
」
と
い
う
「
か
る
み
」
と
い
う
観
念
は
、
主
人
公
「
ひ
ば
り
」
に

と
っ
て
新
た
な
指
針
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
語
り
手
「
ひ
ば
り
」
に
と
っ

て
、
自
身
の
言
葉
が
調
子
よ
く
浮
い
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
積
極

的
に
捉
え
直
せ
る
視
座
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　
と
こ
ろ
が
語
り
手
「
ひ
ば
り
」
は
、「
か
る
み
」
と
い
う
言
葉
さ
え
不
用

意
に
使
う
。「
竹
さ
ん
（
３
）」
で
「
マ
ア
坊
」
の
彼
へ
の
思
い
が
あ
ふ
れ

出
か
け
た
と
き
、「
ひ
ば
り
」
は
「
意
味
が
無
い
」
と
く
り
返
す
。
彼
は

「
マ
ア
坊
」
の
涙
も
、
自
分
の
言
葉
も
、
握
手
も
意
味
が
な
い
と
言
う
。

す
る
と
「
マ
ア
坊
」
も
、
直
後
の
彼
の
「
て
れ
か
く
し
」
の
発
言
を
「
い

い
え
」
と
拒
み
、
寡
黙
に
な
る
。「
ひ
ば
り
」
は
そ
の
よ
う
な
彼
女
を
「
あ

た
ら
し
い
美
し
さ
」「
永
遠
の
処
女
」
そ
し
て
「
か
る
み
」
と
意
味
づ
け
、

「
僕
た
ち
の
仲
間
」
だ
と
か
「
い
ま
の
女
の
ひ
と
の
顔
に
は
皆
一
様
」
の

表
情
が
見
え
る
な
ど
と
一
般
化
す
る
。
だ
が
そ
う
し
た
発
言
は
、
手
紙
で

「
君
」
に
一
方
的
に
発
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、「
マ
ア
坊
」
に
は
共
有
さ
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、「
か
る
み
」
は
「
ひ
ば
り
」
に
と
っ
て
都
合
よ
く
使
わ

れ
る
言
葉
に
も
見
え
て
し
ま
う
の 
だ 
。
（
　
）

　
も
ち
ろ
ん
彼
が
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

　

162

12



僕
の
こ
れ
ま
で
の
手
紙
を
見
て
、
君
は
き
つ
と
、
こ
の
日
本
の
悲
憤

と
反
省
と
憂
欝
の
時
期
に
、
僕
の
周
囲
の
空
気
だ
け
が
、
あ
ま
り
に

の
ん
き
で
明
る
す
ぎ
る
事
を
、
不
謹
慎
の
や
う
に
感
じ
た
に
違
ひ
な

い
。
そ
れ
は
無
理
も
な
い
事
だ
。
し
か
し
、
僕
だ
つ
て
阿
呆
で
は
な

い
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
た
だ
、
げ
た
く
た
笑
つ
て
暮
し
て
ゐ
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
た
り
前
の
事
だ
。
毎
夜
、
八
時
半
の
報
告
の

時
間
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
ニ
ユ
ウ
ス
を
聞
か
さ
れ
る
。
黙
つ
て
毛
布

を
か
ぶ
つ
て
寝
て
も
、
眠
ら
れ
な
い
夜
が
あ
る
。
し
か
し
僕
は
、
い

ま
は
そ
ん
な
わ
か
り
切
つ
た
事
は
い
つ
さ
い
君
に
語
り
た
く
な
い
の

だ
。
僕
た
ち
は
結
核
患
者
だ
。
今
夜
に
も
急
に
喀
血
し
て
、
鳴
沢
さ

ん
の
や
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
人
た
ち
ば
か
り
な
の
だ
。（「
死
生

（
４
）」）

　
手
紙
で
主
に
明
る
い
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
ひ
ば

り
」
が
幸
福
に
暮
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
ま
た
、
彼
は
「
竹

さ
ん
」
へ
の
想
い
を
最
後
ま
で
隠
し
て
い
た
、
信
用
で
き
な
い
語
り
手
で

も
あ
る
。
表
面
の
言
葉
だ
け
か
ら
「
ひ
ば
り
」
を
評
価
す
る
こ
と
は
不
当

で
あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
新
聞
連
載
と
い
う
形
式
上
、
作
中
の
一
部
で
語
り
の
背
後

を
読
む
こ
と
が
促
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
構
造
は
、
連
載
を
通
し

て
は
意
識
さ
れ
づ
ら
い
は
ず
だ
。
そ
も
そ
も
読
者
に
と
っ
て
、
連
載
を
読

み
続
け
る
こ
と
自
体
が
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
仙
台
近
郊
に
疎
開

し
て
い
た
林
富
士
馬
は
「
配
達
さ
れ
る
新
聞
に
、
太
宰
さ
ん
が
小
説
を
連

載
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
」が
、「
新
聞
を
毎
日
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
証
言
し
て
い 
る 
。
当
時
の
投
書
欄
で
も
「
当
町
に
お
け
る
近
頃
の

（
　
）

新
聞
配
達
ほ
ど
不
規
則
で
不
正
確
な
も
の
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
、
一

日
配
達
す
れ
ば
翌
日
に
は
配
達
が
な
い
、
寧
ろ
毎
日
配
達
さ
れ
よ
う
等
と

は
当
地
に
お
い
て
は
望
み
得
な
い
」
と
あ
り
、
新
聞
社
の
「
係
り
」
は

「
こ
の
種
の
投
書
数
通
あ
り
」
と
断
っ
て
い
る
（「
旧
聞
の
新
聞
」
一
一・

二
七
）。
新
聞
の
継
続
的
な
入
手
が
難
し
か
っ
た
こ
と
は
、「
新
聞
の
配
給
」

「
配
給
所
の
官
僚
化
」「
講
読
の
自
由
」（
い
ず
れ
も
一
二
・
二
）
で
も
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
読
み
の
環
境
に
お
い
て
、「
ひ
ば
り
」

の
発
言
は
裏
に
秘
め
た
深
刻
さ
を
意
識
さ
れ
づ
ら
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
四
　
沈
黙
す
る
「
ひ
ば
り
」

　
「
ひ
ば
り
」
は
冒
頭
（「
幕
ひ
ら
く
（
１
）」）
で
、「
あ
の
日
以
来
、
僕

は
何
だ
か
、
新
造
の
大
き
い
船
に
で
も
乗
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
持
だ
。

こ
の
船
は
い
つ
た
い
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
そ
れ
は
僕
に
も
わ
か
ら
な
い
。

（
中
略
）
た
だ
新
し
い
大
き
な
船
の
出
迎
へ
を
受
け
て
、
天
の
潮
路
の
ま

に
ま
に
素
直
に
進
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
具
合
ひ
な
の
だ
」
と
述
べ
て
い
た
。

そ
の
彼
が
末
尾
（「
竹
さ
ん
（
６
）」）
で
は
「
あ
と
は
も
う
何
も
言
は
ず
、

早
く
も
な
く
、
お
そ
く
も
な
く
、
極
め
て
あ
た
り
ま
へ
の
歩
調
で
ま
つ
す

ぐ
に
歩
い
て
行
か
う
」
と
述
べ
る
に
至
る
。
こ
こ
に
は
大
き
な
落
差
が
あ

る
。
石
井
知
子
前
掲
論
で
は
「
自
ら
の
足
で
歩
く
と
い
う
行
為
を
自
然
に

行
う
こ
と
、
他
者
の
依
存
を
抜
け
出
す
こ
と
も
必
要
だ
と
ひ
ば
り
は
気
づ
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い
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
注
意
し
た
い
の
が
、「
何
も
言
は
ず
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。

浮
つ
い
た
言
動
を
反
省
し
、
沈
黙
す
る
こ
と
。
こ
う
し
た
部
分
に
一
篇
の
、

当
時
の
紙
面
へ
の
批
評
を
う
か
が
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
ろ
「
河
北
新
報
」
を
不
定
期
的
に
せ
よ
読
ん
で
い
た
林
富
士
馬

は
前
掲
論
で
、「
敗
戦
直
後
、
老
若
男
女
、
多
く
の
人
々
が
宮
城
前
の
玉

砂
利
に
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
、
散
り
散
り
に
、
し
ゃ
が
み
込
む
よ
う
に
し
て
、

ま
た
、
土
下
座
し
て
泣
き
伏
し
て
い
る
写
真
が
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
の
に
、
や
が
て
進
駐
軍
が
や
っ
て
来
る
と
、
た
ち
ま
ち
論
調
が
変
っ

た
の
は
判
る
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
、
知
識
人
と
か
、
文
化
人
だ
と
か
、

文
筆
の
士
が
、
ひ
と
を
押
し
の
け
る
よ
う
に
し
て
、「
民
主
主
義
」「
進
歩

主
義
」
と
称
す
る
も
の
を
唱
え
て
、
他
人
の
所
業
を
弾
劾
し
、
お
の
れ
ひ

と
り
、
戦
争
の
行
方
を
見
透
し
て
い
た
と
、
煽
動
し
、
啓
蒙
し
は
じ
め
た

の
に
は
、
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
実
際
、
大
政
翼

賛
会
文
化
部
副
部
長
で
あ
っ
た
日
比
野
士
朗
は
、「
新
日
本
建
設
へ
の
道
標

姥
文
学
」（
八・三
〇
）
に
お
い
て
「
深
い
反
省
」
を
示
し
つ
つ
「
正
直
の

話
、
日
本
の
文
壇
は
こ
ゝ
数
年
の
間
か
な
り
低
調
だ
つ
た
」「
正
直
の
話
、

一
般
読
者
は
戦
記
も
の
に
は
食
傷
し
た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、

連
載
中
の
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
の
真
上
に
載
る
こ
と
の
多
か
っ
た
コ
ラ
ム

「
み
ち
の
く
」は
、進
駐
軍
の
美
談
を
た
び
た
び
取
り
あ
げ
て
い
た
。「
健

康
道
場
（
５
）」（
一
〇
・
三
〇
）
の
上
に
は
「
親
切
な
米
進
駐
軍
将
校
を

め
ぐ
る
二
つ
の
挿
話
」
が
、「
死
生
（
４
）」
の
上
に
は
「
米
進
駐
部
隊
と

東
北
帝
大
と
に
ま
つ
は
る
麗
は
し
い
一
挿
話
」
が
、「
衛
生
に
つ
い
て

（
２
）」（
一
一
・
一
四
）
の
上
に
は
「
小
市
民
的
な
視
野
で
進
駐
軍
を
迎

へ
た
人
達
も
既
に
朗
ら
か
で
紳
士
的
な
ア
メ
リ
カ
人
気
質
に
と
け
こ
ん
だ

と
思
ひ
ま
す
が
私
の
場
合
生
命
の
恩
人
と
し
て
も
進
駐
軍
の
人
達
の
親
切

に
無
限
の
感
謝
を
捧
げ
て
を
り
ま
す
」
と
い
う
「
感
激
話
」
が
載
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
無
節
操
に
も
見
え
る
変
化
に
対
し
て
は
、
当
時
の
紙
面
に

も
「
新
聞
に
は
毎
日
の
如
く
「
真
相
は
か
う
だ
」
と
か
「
実
相
は
か
う
だ
」

と
か
の
見
出
し
で
過
去
の
日
本
及
び
日
本
人
の
旧
悪
を
さ
ら
け
出
し
て
る

（
中
略
）
終
戦
以
来
四
カ
月
、
純
真
な
眼
を
以
て
娑
婆
を
見
る
時
世
は
食

糧
難
、
住
宅
難
、
就
職
難
の
苦
悩
の
底
に
追
ひ
込
ま
れ
て
る
一
般
人
に
は

幻
滅
こ
そ
感
ず
れ
何
の
光
明
も
見
出
せ
な
い
（
中
略
）
今
頃
に
な
つ
て
他

人
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
い
つ
て
る
よ
り
も
も
つ
と
緊
急
な
問
題
が
あ
り
さ

う
だ
」（
一
・
一
八
）
と
批
判
す
る
投
書
が
あ
っ
た
。

　
「
僕
は
も
う
昔
の
小
柴
ぢ
や
な
い
ん
だ
よ
。
い
ま
は
も
う
、
こ
の
健
康

道
場
に
於
け
る
一
羽
の
雲
雀
な
ん
だ
。
ピ
イ
チ
ク
ピ
イ
チ
ク
や
か
ま
し
く

囀
つ
て
騒
い
で
ゐ
る
の
さ
」（「
健
康
道
場
（
５
）」）。
こ
の
よ
う
に
自
己
言

及
す
る
「
ひ
ば
り
」
が
浮
つ
い
た
饒
舌
に
流
れ
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

想
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
単
行
本
や
全
集
や
文
庫
で
読
む

限
り
、
そ
う
し
た
浮
か
れ
た
調
子
は
、
過
渡
期
に
お
け
る
「
二
十
歳
の
男

の
子
」
の
手
紙
に
「
現
実
感
」
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
新
聞
小
説
と
し
て
読
む
と
、
そ
う
し
た
「
ひ
ば
り
」
の
語
り
は
、

そ
の
調
子
の
よ
さ
に
お
い
て
他
の
記
事
と
通
じ
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の

こ
と
は
、
紙
面
の
な
か
で
創
作
欄
だ
け
浮
く
こ
と
で
「
希
望
」
を
示
す
ね
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ら
い
と
は
齟
齬
す
る
。
当
時
の
作
家
の
思
考
を
う
か
が
う
際
に
は
無
視
で

き
な
い
天
皇
へ
の
言
及
も
、
談
論
風
発
す
る
紙
面
の
な
か
で
は
あ
く
ま
で

一
意
見
と
し
て
、
連
載
中
も
連
載
後
も
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
埋

没
し
て
い
っ
た
感
が
否
め
な
い
。

　
そ
う
し
た
歪
み
と
、
連
載
が
当
初
の
予
定
よ
り
も
早
く
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
と
は
対
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
当
初
、
井
伏
鱒
二
に
宛
て
て

「
た
の
し
み
な
が
ら
書
い
て
行
か
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
」（
一
九
四
五・一

〇
・
七
）
と
記
し
て
い
た
太
宰
は
、
一
ヶ
月
半
後
に
は
「
新
聞
小
説
は
じ

め
て
み
た
ら
、
思
ひ
の
ほ
か
面
白
く
無
く
、
百
二
十
回
の
約
束
で
し
た
が
、

六
十
回
で
や
め
る
つ
も
り
で
す
。（
中
略
）い
つ
の
世
も
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
軽
薄
さ
に
は
呆
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
と
い
へ
ば
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
と
い

へ
ば
ア
メ
リ
カ
、
何
が
何
や
ら
。」（
一
九
四
五
・
一
一
・
二
三
）
と
書
く

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）　
一
連
の
経
緯
は
浅
田
高
明
の
著
作
や
、
山
内
祥
史
「
解
題
」（『
太
宰

治
全
集
第
七
巻
』
一
九
九
〇
・
六
、
筑
摩
書
房
）
に
く
わ
し
い
。
日
誌

そ
の
も
の
は
現
在
、
木
村
重
信
編
『
木
村
庄
助
日
誌
　
太
宰
治
『
パ
ン

ド
ラ
の
匣
』
の
底
本
』（
二
〇
〇
五
・
一
二
、
編
集
工
房
ノ
ア
）
に
よ
っ

て
一
部
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）　
饗
庭
孝
男
「『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』」（『
太
宰
治
論
』
一
九
七
六
・
一
二
、

講
談
社
）、
磯
貝
英
夫
「「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」」（『
戦
前
・
戦
後
の
作
家

と
作
品
』
一
九
八
〇
・
八
、
明
治
書
院
）、
島
田
昭
男
「『
パ
ン
ド
ラ
の

匣
』」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
八
・
六
）、
石
田
忠
彦
「
は
に
か
み
の

闘
い
 　
　
 太
宰
治
の
戦
後
」（「
敍
説
舎
」
一
九
九
五
・
一
）
な
ど
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）　「
国
語
と
国
文
学
」
一
九
八
九
・
五

（
４
）　「
資
料
と
研
究
」
二
〇
一
〇
・
三

（
５
）　「
近
代
文
学
合
同
研
究
会
論
集
」
二
〇
一
三
・
一
二

（
６
）　「『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
に
つ
い
て
」（『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
一
九
七
二
・
九
、

旺
文
社
）

（
７
）　「
新
聞
小
説
論
（
高
木
健
夫
氏
の
『
新
聞
小
説
史
稿
』
を
読
ん
で
）」

（『
限
界
芸
術
論
』
一
九
六
七
・
一
〇
、
筑
摩
書
房
）

（
８
）　「
終
戦
直
後
の
金
木
町
に
て
」（「
東
北
文
学
」
一
九
四
八
・
八
）

（
９
）　
拙
稿
「
織
田
作
之
助
『
そ
れ
で
も
私
は
行
く
』
論
 　
　「
京
都
日
日

新
聞
」
を
手
が
か
り
に
 　
　
 」（「
国
語
と
国
文
学
」
二
〇
一
二
・
一

〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
　
）　「
ひ
ば
り
」
の
語
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
滝
口
明
祥
「
滑

１０

稽
な
〈
男
〉
た
ち
の
物
語
 　
　
 太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』」
も
参
照

さ
れ
た
い
。

（
　
）　「
滝
川
国
文
」
二
〇
〇
二

１１
（
　
）　
石
井
知
子
前
掲
論
で
は
、「
ひ
ば
り
」
が
「
か
る
み
」
を
、
失
恋
を

１２

自
分
の
な
か
で
処
理
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る
節
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

（
　
）　「
解
説
」（『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
一
九
七
二
・
九
、
旺
文
社
）。
ち
な
み

１３

に
菊
田
義
孝
の
疎
開
先
で
は
、「
河
北
新
報
」
が
「
七
日
ぶ
ん
ず
つ
ま

と
め
て
配
達
さ
れ
」
た
と
い
う
（「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」『
太
宰
治
と
罪
の

問
題
』
一
九
六
四
・
一
〇
、
審
美
社
）。
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